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最上川フットパス「かわ物語・舟乗り気分」開通式　－　あらと保育園、よつば保育園の子どもたちも渡り初め
国土交通省の事業により荒砥駅からヤナ公園（あゆ茶屋）まで約４kmの整備が完成し、開通式が行われました。このコースの
魅力を高めるため「白鷹町・最上川フットパス利用推進協議会」が発足され、コース整備や利用推進イベントを行なっていきま
す。フットパスや地域の魅力を町内外に発信する会員を募集します。お気軽にお問い合わせください。（建設水道課☎85-6142）
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白鷹町立小・中学校配置に関わる
白鷹町学校教育検討委員会からの中間報告

　白鷹町立小・中学校配置に関わる検討委員会は、昨年11月、委員数26人で設置されました。11月は、
検討委員会設置の趣旨説明と委嘱書交付、12月は、３学校の視察を実施、１月は、米沢女子短期大学の
澤井学長を講師に「公立小中学校の統廃合について」を研修しました。＜広報しらたか２月号に掲載＞
　研修会で学んだことを基本にし、スケジュール（手続論）を作成しました。それを踏まえ、これまで
７回の会議をもって議論を深めてきました。今回は会議（小学校関係）経過の概要について、中間報告
をいたします。

月 内　　　　　　容 月 内　　　　　　容

3
小規模校の教育上の課題（メリット・
デメリット）

6 学校配置に関する具体的な検討　1

4 白鷹町で考える適正規模について 7 学校配置に関する具体的な検討　2

5 白鷹町で考える適正規模について 8 学校配置に関するまとめ

９月～ 11 月は予備日程
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年齢・学年 １歳 ２歳 ３歳 年小 年中 年長 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

蚕桑小 20 17 27 24 33 33 22 29 30 36 36 40 西中 62 62 73

鮎貝小 25 23 19 22 29 25 27 30 36 31 39 34

荒砥小 33 40 39 38 58 59 53 55 52 45 55 63 東中 98 104 125

鷹山小 5 4 10 3 6 4 6 4 10 6 7 8

中山小 0 1 2 1 5 3 1 1 0 2 3 2

東根小 12 22 28 15 28 26 13 28 25 29 29 30

合　計 95 107 125 103 159 150 122 147 153 149 169 177 160 166 198

＊平成３年度の出生数（現　中学３年）198人が、平成17年度は出生数95人で、103人減となりました。

＊平成17年度出生者が中学校に入学したとき、東西中学校とも少人数の２学級です。

◆スケジュール（手続論）を立てる

　手順を踏んで、適正規模や学校配置に関し検討していくためスケジュールを作成しました。

◆子どもたち現状はどうなっているのか？　（出生数と児童生徒数から）

これからの学
まなび

舎
や

を

どう考えますか？
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　これまでの出されたご意見の内容は次のとおりです。学級形態別にまとめてみました。

　複式学級　　２つの学年の児童数が16人以内のとき（１年生の児童を含む場合は８人以下）

　○学校行事では ､児童全員が主役となり活躍する場面が多い。＜メリット、デメリット両面＞
　○複式学級の学校視察の際、創意工夫が感じられた。敬意を表したい。

　○個別的な指導は行いやすいが、練り合わせ授業ができにくい。児童の序列化、競争意識の低下など

　　が心配される。音楽・体育等の技能教科では合奏や集団ゲームの授業が行いにくい。

　○デメリット面をカバーできにくいことから、複式学級になる時点で統合という目安にしてはどうか。

　１学年１学級　　児童40人以内

　○地域とのつながり、協力体制が良好。今後も地域の学校として大事にし、残していきたい。
　○単式学級規模となっても白鷹町らしい適正規模と捉えてもいいと思う。

　○６年間同じ学級という状況になる。（序列化･マンネリ化）

　○１クラス13人と30人を超えるとではさまざまな面で異なる。

　○地域から学校がなくなるという喪失感が大きい。

　１学年２学級以上　　 児童数41人以上

　○少子化が進行する中で旧態依然の地域でなく、白鷹町全体で考えるべき。

　○入学したら保育園より少人数になるのは不自然。集団の中で学び合える環境にすべき。

　○学力は後でもつけられるが、集団から学ぶ（社会力）６年間はかけがえのない年月。

　○クラス替えがあることにより、新しい友人関係の構築、ニューリーダーの育成などが期待できる。

　○子どもも教師も切磋琢磨ができる環境となる（教師は教科の研究、他クラスとの比較等）。

　○学校管理、安全確保、学習面から考えてもこのぐらいの規模が良いと感じている。

　○白鷹町の児童生徒数は、国が示す小規模校、中規模校の枠にも当てはまらないが、これまで出され

　　たメリット面から見て白鷹町の理想とする教育環境、規模ではないか。

◆まとめとして

＊「理想は、１学年２学級以上を目指したい。しかし、伝統ある地域の学校としての存在も大きいことから
　段階的に考え ､さらに検討して方向性をまとめよう。」というのが現在の状況です。
＊中学校については、これから検討の予定ですが、「平成17年度の出生数を見ると、現状の２中学校の存続は
　難しいのではないか」などのご意見が出ています。「教育の質を保障」する大きな条件は、教員の配置と言
　われており、中学校で１学年２学級以下では、各教科の教員体制に不安があるということがその理由です。
　（中学校は専門教員による指導が主であるため。）
＊今後、開催される当検討委員会で「○○年ころに○校」という方向がまとめあげられます。前後して、関
　係者及び関係機関との調整等も図っていきます。　

子どもたちの未来のために、小・中学校配置についてのご意見をぜひお寄せください。

白鷹町教育委員会　学校教育係

℡85－6144　FAX85－2183
E-mail:kyouiku@so.town.shirataka.yamagata.jp

〒992-0892　白鷹町大字荒砥甲833

◆検討委員から出された意見（抜粋）
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基
本
計
画
の
テ
ー
マ
）

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
基
本
計
画

中
間
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
た
め
の
拠
り
所
と
し
て

－

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
基
本
計

画
の
素
案
（
中
間
報
告
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
６
月
末
を
目
途
と
し
て
、
基
本
計

画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

大
き
く
分
け
る
と
多
目
的
交
流
機

能
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
機
能
・
文
化
伝

承
発
信
機
能
・
屋
外
交
流
機
能
の

四
つ
の
機
能
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
が
融
合
し
な
が
ら
、
新
た

な
出
会
い
と
感
動
と
交
流
を
創
り

出
し
、
新
た
な
文
化
が
生
ま
れ
育

つ
た
め
の
醸
成
器
と
な
る
も
の
で
、

未
来
へ
の
投
資
と
す
る
も
の
で
す
。 　

計
画
の
テ
ー
マ
は
、

「
出
会
い　

体
感　

未
来
」
と
し
ま
す
。

計
画
�
目
標

計
画
�
�
�
�
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１
．
文
化
を
体
感
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
行
動
意
欲
を
生
む
空

間
で
あ
る
こ
と
。

・
町
民
の
創
造
性
を
高
め
、
発
表

す
る
機
会
が
提
供
で
き
る
こ
と
。

・
文
化
の
芽
生
え
や
成
長
が
体
験

で
き
る
空
間
で
あ
る
こ
と
。

・
施
設
を
拠
り
所
と
し
て
、
新
た

な
感
性
が
生
ま
れ
育
つ
空
間
で
あ

る
こ
と
。

・
白
鷹
文
化
を
認
識
し
、
伝
承
と

情
報
発
信
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。

２
．
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
常
に
人
々
が
集
ま
る
、
和
や
か

な
ふ
れ
あ
い
空
間
で
あ
る
こ
と
。

・
気
楽
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
、
立

ち
寄
り
や
す
い
こ
と
。

・
住
民
の
主
体
性
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
能
力
を
育
む
も
の
で
あ
る

こ
と
。

・
運
営
を
住
民
組
織
が
担
当
し
、

住
民
に
開
か
れ
た
形
態
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
こ
と
。

３
．
ま
ち
づ
く
り
と

人
づ
く
り
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
未
来
へ

の
変
化
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
。

・
人
の
動
き
や
姿
が

見
え
、
ぬ
く
も
り
や

暖
か
さ
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
。

・
町
の
変
化
の
方
向

を
予
感
さ
せ
、
継
続

的
な
発
展
性
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
。

・
心
理
的
に
も
外
観

的
に
も
人
々
の
印
象

に
残
る
、
町
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
（
＊
２
）

に
な
る
も
の
。

４
．
町
に
、
良
好
な
風
景
を
生
み

出
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
最
上
川
を
は
さ
む
鮎
貝
・
荒
砥

の
町
並
み
風
景
を
生
か
し
、
そ
の

特
徴
を
高
め
る
も
の
。

・
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
鉄
橋
の
あ

る
風
景
を
生
か
し
、
そ
の
特
徴
を

高
め
る
も
の
。

・
特
徴
あ
る
町
並
み
と
し
て
、
新

た
な
風
景
と
魅
力
的
な
景
観
を
形

成
す
る
こ
と
。

５
．
情
報
発
信
に
よ
り
、
町
内
外

の
人
び
と
と
の
触
れ
合
う
機
会
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

・
町
や
地
域
の
情
報
発
信
力
と
情

報
吸
収
力
を
高
め
る
も
の
。

・
町
に
来
た
人
に
、
も
う
一
度
訪

れ
た
い
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
も

の
。

・
継
続
し
て
、
新
し
い
情
報
が
生

み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

施
設
の
方
向
づ
け

　

基
本
的
な
機
能
構
成
は
、
こ
れ

ま
で
の
広
報
し
ら
た
か
で
も
お
知

ら
せ
し
て
き
ま
し
た
と
お
り
、
音

に
配
慮
し
た
「
多
目
的
交
流
空
間
」

と
、
美
に
配
慮
し
た
「
ギ
ャ
ラ
リ

ー
空
間
」、そ
の
二
つ
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
る
役
割
を
持
つ
、「
文
化

伝
承
発
信
空
間
」、さ
ら
に
「
屋
外

交
流
広
場
」
と
大
き
く
分
け
る
と

四
つ
の
機
能
面
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
機
能
が
単
独
と
し
て
で

な
く
連
動
し
な
が
ら
、
新
た
な
交

流
を
生
み
出
す
施
設
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
だ
れ

も
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る
、
町
民

に
開
か
れ
た
空
間
を
目
指
し
ま
す
。

「
文
化
・
交
流
・
人
づ
く
り
」
が

高
ま
る
機
能
を
備
え
、
新
た
な
文

化
が
生
ま
れ
育
つ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
ー
（
＊
２
）
の
よ
う
な
空
間
と

し
ま
す
。

＊
１　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
…
目
印
か

象
徴
に
な
る
よ
う
な
建
物

＊
２　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
…
本

来
は
卵
を
か
え
す
孵
卵
器
や
保
育

器
の
意
味
で
す
が
、
こ
こ
で
は
育

成
す
る
、
支
援
す
る
と
い
う
意
味

で
使
用
し
て
い
ま
す
。

計
画
�
特
徴

施
設
�
観
点

施
設
機
能
�

基
本
方
針
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①多目的交流機能

　音楽・演劇（観ること、聴くこと、発表するこ

と）などの音による感性空間とします。また、子ど

ものためのコンサート、遊びを通じて親子ふれあい

機能を併せ持つものです。

・残響時間の設定は、目的が多岐に渡っているので

難しい面もありますが、あくまでも室内楽に合わせ

て設定をするのが望ましいと考えます。

・空間を構成する室内形状、また、材料の素材には

特に配慮し音響効果の優れたものとします。

・ステージ、客席は固定せず、移動ステージ、折り

たたみ式イスを考案し、用途に合わせて柔軟な対応

ができるようにします。床は、平面にし、自然光が

十分に取り入れられる空間にします。

②文化伝承発信機能

　白鷹文化を伝承するための、さまざまな展示、創

作活動、交流活動に対応し、新たな情報の集積と発

信ができる機能を持つものとします。

・共同創作活動、講習などの開催により、活動の広

がりが展開できるにぎわい創出空間とします。

・子どもたちの居場所として、子ども連れでの催し

物や講習への参加が予想されるので、託児所、子ど

もの遊び場所の提供が必要です。

・白鷹町の持つ歴史的な文化遺産、資料の展示は子

どもたちの郷土愛を育むものとして重要です。歴史

資料の展示も加えたい機能です。

③ギャラリー機能

　芸術に対する感性と創作意欲を高める教育効果、

将来の人間形成のきっかけづくりとなる機能を持つ

ものとします。

・白鷹町出身の梅津五郎画伯の作品の展示室と、油

彩画121点の収蔵庫を確保します。

・完成した作品を見るだけでなく、町内外の創作活

動の発表の場として、町民ギャラリーの機能も併せ

もつものとします。

・絵画鑑賞のみならず、喫茶コーナーを設けるなど、

ゆったりとした時間を過ごす休憩施設の機能も計画

する必要があります。

④屋外交流広場

　屋外施設として、アプローチ（導入路）、駐車場、

芝生広場、屋外ステージなどを計画します。建物の

内と外、一体感のある調和のとれた空間づくりが望

まれます。

・アプローチと駐車場、フラワー長井線に計画して

いる新駅と北に伸びる中央の通りからスムーズに誘

導されるように屋外の導線を計画します。駐車場は

施設規模からみて、150台程度の広々としたスペー

スを確保します。⑤交流広場

・地域の人びとが家族で楽しめ、安心して子どもた

ちと遊ぶことのできる広場として整備します。

・多世代の野外活動、交流の場として芝生広場を整

備します。

・木製デッキ、ベンチ等を適度に配置し、樹木によ

る木陰を演出、ゆったりとしたくつろぎの広場とし

ます。

・敷地は平坦地であるので一部盛土をして起伏のあ

る丘を設け、景観に変化をつける工夫が望まれます。

・災害発生時の緊急避難場所となり得るものとしま

す。そのため、自然エネルギーによる街路灯も設置

します。

Ｄ
Ｃ Ａ

Ｂ ｂ
文化伝承発信機能

親子ふれあい機能

多目的交流機能

屋外交流広場

ギャラリー的機能

屋内と屋外の一体的活用

全体イメージ

文化・交流・人づくり空間

このほか、省エネルギーや耐震性、雪への対応など
にも配慮したいと考えます。

施設機能の基本方針
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運
営
計
画
の
視
点

「
文
化
・
交
流
・
人
づ
く
り
」
の

理
念
に
基
づ
き
、
地
域
文
化
、
芸

術
文
化
を
通
じ
、
町
内
外
の
人
び

と
の
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
。

①
目
標
の
設
定

・
長
期
及
び
年
度
ご
と
に
目
標
を

設
定
し
、
事
業
実
績
の
検
証
を
行

う
も
の
と
し
ま
す
。

②
事
業
の
収
支

・
年
間
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
た
事
業
計
画
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
ま
す
。

・
採
算
を
得
に
く
い
事
業
に
つ
い

て
は
、
共
催
事
業
と
し
た
り
、
国
、

県
、
団
体
等
の
助
成
金
の
導
入
を

積
極
的
に
図
り
ま
す
。

・
経
営
努
力
が
事
業
に
反
映
で
き

る
よ
う
、
利
用
料
金
制
、
入
場
料

金
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

③
実
施
に
あ
た
っ
て

・
町
民
企
画
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
、
各
種
団
体
等
と
連

携
し
て
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
人
脈
、

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
結
集
し
て
事
業

を
企
画
・
運
営
し
ま
す
。

・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
、

早
い
段
階
か
ら
事
業
を
周
知
し
ま

す
。

・
人
材
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
ス
タ
ッ
フ
の
企
画
力
、
運

営
力
の
向
上
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

を
図
り
ま
す
。

・
で
き
る
か
ぎ
り
、
出
演
者
、
出

品
者
、
実
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
交

流
を
図
り
、
興
味
を
深
め
る
と
と

も
に
、
新
た
な
つ
な
が
り
の
構
築

に
努
め
ま
す
。

・
広
報
媒
体
等
に
積
極
的
に
情
報

を
提
供
し
、
話
題
づ
く
り
と
情
報

の
発
信
を
行
い
ま
す
。

・
大
学
や
高
校
、
小
中
学
校
と
も

積
極
的
に
連
携
を
図
り
ま
す
。

④
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

・
白
鷹
賞
の
美
術
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
。
し
っ
か
り
と
し
た
審
査
員

に
よ
り
、
有
望
な
作
品
、
作
家
を

選
ぶ
。
白
鷹
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
よ

っ
て
、
育
つ
・
羽
ば
た
く
き
っ
か

け
に
な
る
。
そ
れ
を
続
け
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
白
鷹
町
は
い
い
眼

を
も
っ
て
い
る
と
い
う
良
い
イ
メ

ー
ジ
つ
な
が
り
、
町
の
評
価
も
高

ま
る
。

・
白
鷹
町
在
住
・
出
身
の
作
家
や

　

本
施
設
は
地
域
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
拠
り
所
）
と
し
て
新
た
な
人

の
流
れ
を
つ
く
り
出
す
役
割
を
果

た
す
も
の
で
す
。
こ
の
施
設
を
核

と
し
て
芸
術
に
触
れ
親
し
み
、
感

性
豊
か
に
〝
卵
が
か
え
る
〞
そ
ん

な
文
化
の
産
声
が
聞
こ
え
る
空
間

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
内
の
他
の
施
設
を
利
用
し
て

で
き
る
機
能
や
、
他
の
施
設
を
利

用
し
て
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
活
動

と
は
区
別
す
る
空
間
と
し
ま
す
。

既
存
施
設
と
積
極
的
な
連
携
に
よ

っ
て
利
用
し
ま
す
。

既
存
施
設
�
�
連
携

施
設
�
管
理
運
営
計
画
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み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
す

　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
基

本
計
画
（
中
間
報
告
）
を
つ
く
る

に
あ
た
り
、
検
討
委
員
の
み
な
さ

ん
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
、
個
人
の
か
た
な
ど
か
ら

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

主
な
ご
意
見
の
内
容
は
、

○
施
設
内
容
に
つ
い
て

○
既
存
公
共
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

○
他
の
事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

○
町
民
と
の
合
意
形
成
に
つ
い
て

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
、
基
本
計
画
の
修
正
や
運
営
方

針
の
作
成
、
施
設
の
設
計
、
さ
ら

に
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

今
後
の
進
め
方

　

こ
の
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
基
本
計
画
（
中
間
報
告
）
を
基

に
し
て
、
さ
ら
に
み
な
さ
ま
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
修
正

を
加
え
、
６
月
末
を
目
途
と
し
て

基
本
計
画
を
決
定
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
質
問
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

演
奏
家
、
先
人
、
白
鷹
文
化
を
紹

介
す
る
。
展
示
と
講
演
会
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
併
行
開
催
し
、

総
合
的
に
紹
介
・
発
信
す
る
。

・
子
ど
も
た
ち
の
優
れ
た
作
品
も

額
に
入
れ
る
な
ど
し
て
き
ち
ん
と

展
示
す
る
。
時
に
は
、
大
落
書
き

大
会
や
子
ど
も
の
た
め
の
造
形
教

室
、
演
奏
教
室
な
ど
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
企
画
も

行
う
。

・
絵
の
見
方
の
解
説
や
描
き
方
教

室
を
行
い
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
町
民
の
文
化
力
を

高
め
る
。

・
多
目
的
交
流
空
間
は
、
音
に
こ

だ
わ
る
空
間
と
し
つ
つ
も
、
一
部

の
壁
を
開
け
放
つ
こ
と
に
よ
り
、

屋
外
交
流
広
場
と
も
連
携
し
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
、
親
子
で
楽

し
む
事
業
な
ど
を
行
う
。

・
町
内
や
町
外
の
施
設
と
も
連
携

し
、
小
劇
団
や
楽
団
の
練
習
、
発

表
の
場
と
し
て
、
ま
た
町
民
も
観

る
だ
け
で
な
く
参
加
す
る
場
と
し

て
、「
育
て
る
」
可
能
性
を
秘
め
た

施
設
と
す
る
。

・
10
年
、
20
年
と
長
い
時
間
を
か

け
て
育
て
て
い
く
施
設
に
す
る
。

そ
れ
が
次
世
代
や
未
来
の
白
鷹
町

の
た
め
の
投
資
と
な
る
。

■問い合わせ
政策改革課

鮎貝まちづくり推進室
（☎85－6123）



　　 広報しらたか　2006.6.12●9

第18回農村アメニティ・シンポジウム

　農村アメニティコンクール受賞地区市町村で組織する全国農村アメニティ協議会主催の第18回
農村アメニティ・シンポジウムが、最優秀賞受賞の飯豊町（平成４年度受賞）と白鷹町（平成14
年度受賞）を会場に開催されます。それぞれのまちづくりについて知り、考える場として、多く
の町民の皆さんのご参加をお待ちしています。

◇い　つ　７月６日（木）～７日（金）
◇どこで　　パワーセンター白鷹、めざみの里観光物産館（飯豊町）ほか
◇日程（日時・会場）
　【講演・シンポジウム】６日（木）午後１時～５時　パワーセンター
　　①基調講演「ふるさと：売ります、買います」／講師　加倉井弘さん
　　②シンポジウム
　　　・コーディネーター　加倉井弘さん
　　　・パネラー　　　　　堀江勝彦さん（飯豊町）、小松紀夫さん（白鷹町）、
　　　　　　　　　　　　　亀田　強さん（愛媛県内子町石畳地区）
　【交流会】６日（木）午後６時　めざみの里観光物産館
　【視察研修】７日（金）白鷹町コース、飯豊町コース
◇参加費用　交流会　4500円、視察研修　1000円（事前申し込みが必要です。）
◇主催　農林水産省・全国農村アメニティ協議会
◇後援　山形県・（財）農村開発企画委員会・山形県住みよいふるさとを創る会・水土里ネットやまがた　他

■申込・問い合わせ　第18回農村アメニティ・シンポジウム事務局（産業振興課内☎85－6126）

「日本のふるさと・心をいやす豊かな農村アメニティ－魅力的な地域資源の活用を通して－」
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こんなときは届け出をしてください。

いつ 手続き どこへ

20 歳になったとき
厚生年金 ・共済年金加入以外なら

国民年金に加入
町役場

退職したとき 国民年金に加入 町役場

結婚や退職等で配偶者

（厚生年金 ・共済年金の

加入者） の扶養になった

とき

第３号被保険者への種別変更 配偶者の勤務先

配偶者の扶養から外れ

たとき

第３号被保険者から第１号被保険者

への種別変更
町役場

年金手帳をなくしたとき 再交付の申請

第１号被保険者は町

役場

第２号被保険者は勤

務先

第３号被保険者は配

偶者の勤務先

国民年金保険料を納め

るのが困難なとき

全額免除 ・半額免除 ・納付猶予の

申請 （18 年７月からは１/ ４ ・ ３/ ４

免除も申請可）

町役場

（７月より受付開始）

学生で納付が困難なとき

学生納付特例の申請

（学生証の写し、 または在学証明を

添付）

町役場

老齢年金を受給するとき 裁定請求の手続き

第１号被保険者の期

間のみのかたは町

役場

他の年金のかたは

年金相談日または、

米沢社会保険所

死亡したとき

国民年金加入のみのかた死亡した

とき ・未支給 ・障害年金 ・死亡一

時金などの請求手続き

町役場

他の年金を受給していたかた

受給していた年金の

種類により、 手続き

先が異なります

第１号被保険者…自営業者 ・農業 ・学生 ・ フリーター等

第３号被保険者…第２号被保険者 （会社員、 公務員等） に扶養されている配偶者

国
民
年
金

�
�
�
�
知
�
�

�

国
民
年
金
�
20
歳
以
上
60
歳
未
満
�
�
�
�
加
入
�
�
保
険

料
�
納
�
�
老
後
�
万
�
一
�
時
�
年
金
�
受
�
取
�
国
�
社

会
保
障
制
度
�
�
�
年
金
�
手
続
�
�
�
改
正
�
�
�
制
度
�

�
�
�
�
�
紹
介
�
�
�
�

平成18年度の保険料・年金額です

【国民年金保険料】
　　　　　　　　月額　　13,860円（毎月の保険料の納付期限は翌月末日）
【年金額】　　
　老齢基礎年金　満額　792,100円
　障害基礎年金　１級　990,100円　２級　792,100円
　遺族基礎年金　　　 1,020,000円（子が１人いる妻が受ける場合）　

手続きには、それぞれ必要な書類がありますので、お問い合わせください。



　　 広報しらたか　2006.6.12●11

平成18年度に実施される

制度改正について

併給調整の緩和　（平成18年４月から）

　障害基礎年金と老齢厚生年金の併給が可能となります。
　これまでは、障害基礎年金と老齢厚生年金を組み合わ
せて受給することはできませんでした。このため、障害
年金を受給しながら厚生年金の被保険者として働き続け
た場合、その期間中に納めた保険料が年金受給に反映さ
れにくいしくみとなっていました。
　今回の改正によって、障害を持ちながらも働き続け、
保険料を納めた人が、年金制度でも適切に評価されるよ
うに、障害基礎年金と老齢厚生年金、または障害基礎年
金と遺族厚生年金という組み合わせで受給できるように
なりました。
　現在65歳以上で該当するかたには、５月中旬ごろ、社
会保険庁から通知がありました。

多段階免除制度の導入　（平成18年７月から）

　できるだけ保険料を納付しやすい仕組みとする観点か
ら、多段階免除制度が導入されます（現行の全額免除・
半額免除に加え、３／４免除、１／４免除の段階が加わ
ります）。平成18年７月からの申請より適用となります。

平成18年

『移動年金相談日』のごあんない

　　　　〈相談日〉　６月28日（水）
　　　　　　　　　７月26日（水）
　　　　　　　　　８月23日（水）
　　　　　　　　　９月27日（水）
　　　　　　　　　10月25日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分

　　　　　　　　午後１時～１時30分

　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　※会場は都合により館内別室になる場合があ

　　　　ります。ロビーの案内板をご確認ください。

　　●内　　容　年金のことならなんでも

　　■主　　催　米沢社会保険事務所

　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

国民年金のお問い合わせは

町民税務課戸籍年金係

（☎85－6129）まで

国民年金保険料の割引制度

前納割引
まとめて前払いすると割引になります。割引
額は前納する月数により変わります。
　・年度分（12カ月分）を４月に全て納付
　・６カ月分の保険料を４月と10月に納付
　・納付日の属する月分から年度末分までを
　　納付

口座振替による割引
通常振替は当月保険料を翌月末引落しですが、
引落し方法によって割引になります。
　・早割（当月保険料を当月末引落し）
　・１年前納（毎年４月末引落し）
　・６カ月前納（毎年４・10月末引落し）

■詳しくは、
　米沢社会保険事務所（☎0238－22－4220）
　へお問い合わせください。

知ってトクする

国 民 年 金

安心な人生を送るために

未来へのキックオフ！

国民年金キャラクター
ネッキーくん
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身 
乳 

母 

�
医
療
証
�
�
持
�
�
�
�
�
�
月
�
日
�
�
改
正
後
�
基
準
�
�
�
�
�

�

重
度
心
身
障
害
�
児
�
者
医
療

○
対
象
者

※
知
的
障
害
（
児
）
者
施
設
入
所
者
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

知
的
障
害
者
は
平
成
18
年
４
月
１
日
、

　

知
的
障
害
児
は
平
成
18
年
10
月
１
日
よ
り
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
税
の
課
税
所
得
額
１
４
５
万
円
未
満
の
か
た
が
対
象
と
な
り
ま

　

す
。

�

乳
幼
児
医
療

○
対
象
者

※
平
成
18
年
10
月
１
日
よ
り
、
知
的
障
害
児
施
設
入
所
者
も
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

○
所
得
制
限
額

※
第
３
子
以
降
の
お
子
様
に
つ
い
て
所
得
制
限
額
が
撤
廃
さ
れ
ま
す
。

（
第
３
子
と
は
、
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
３
人
以
上
い
る
こ
と
。）

※
第
１
子
・
第
２
子
の
場
合
の
所
得
制
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。

○自己負担額 （若人　65 歳以下のかた）
改正前 改正後

所得税
課税

○外　来：　800 円／日
　入　院：1,200 円／日
　訪問看護：　600 円／日

（月５回まで）
○入院時食事代の負担

○医療費の１割負担
　ただし、医療機関ごとに外来
　12,000 円／月、入院 40,200
　円／月を上限とする。（平成
　18 年 10 月以降は入院 44,400
　円／月）
○入院時の食事代の負担

所得税
非課税

○自己負担なし ○医療費の自己負担なし
○入院時食事代の負担

○自己負担額 （老人受給者証をお持ちのかた）
改正前 改正後

所得税
課税

○外　来：　800 円／日
　入　院：1,200 円／日
　訪問看護：　600 円／日

（月５回まで）
○入院時食事代の負担

○医療費が１割負担に変わる　
ことにより廃止
※調剤の負担も支払いすること
　になります。

所得税
非課税

○自己負担なし ○医療費の自己負担なし
○入院時食事代の負担

○所得制限額 （改正比較）
扶養人数 改正前 改正後

０人 ４６０万円 ３０１万円

１人 ４９８万円 ３３９万円

２人 ５３６万円 ３７７万円

３人 ５７４万円 ４１５万円

４人 ６１２万円 ４５３万円

５人 ６５０万円 ４９１万円

＊６月２日～７月１日に生まれたお子さんは改正前の基準

○自己負担額

改正前 改正後

所得税課税 ○外　来：　530 円／日
（月４回まで）

　入　院：1,200 円／日
　訪問看護：　600 円／日
○入院時食事の負担

○外　来：　530 円／日
（月４回まで )

　入　院：1,200 円／日
　訪問看護：　600 円／日

（月５回まで）
○入院時食事代の負担

３歳未満
（所得制限あり）

○医療費の自己負担なし
○入院時食事代の負担
※３歳未満のお子さんは、　
　所得税の課税・非課税に
　かかわらず医療費の自己
　負担はなしになります。

第３子以降
（所得制限なし）

所得税非課税 ○自己負担なし

�

母
子
家
庭
等
医
療

○
自
己
負
担
額

※
入
院
時
食
事
代
の
負
担

　

現
行
の
所
得
税
の
非
課
税
世
帯

で
、
母
親
が
子
ど
も
を
扶
養
し
て

い
る
と
い
う
該
当
基
準
に
大
き
な

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
18

年
７
月
１
日
よ
り
入
院
時
食
事
代

の
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
医
療
費

に
つ
い
て
は
現
行
ど
お
り
自
己
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

入
院
時
食
事
代
に
つ
い
て
、
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
関
し
て

減
額
認
定
証
を
お
渡
し
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
長
寿
社
会
課
国
保
指
導
担

当
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
２

７
２
）

役
場
町
民
税
務
課
国
保
医
療
係

（
☎
85

－

６
１
３
０
）

山
形
県
医
療
給
付
事
業
制
度
�
大
�
�
変
更
�
�
�
�
�
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�

食
品
衛
生
法
�
改
正
�
平
成
18

年
�
月
29
日
施
行
�
�
�
�
�
�

�
�
�
農
産
物
�
残
留
農
薬
�
基

準
�
定
�
�
�
農
薬
等
�
一
定
量

�
原
則
�
�
�
�
�
�
�
�
以
上

含
�
�
�
食
品
�
販
売
等
�
原
則

禁
止
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

�
�
制
度
�

�

農
家
�
一
般
家
庭
�
�
農
薬
�

適
正
使
用
�
�
�
�
�
�
周
�
�

圃
場
�
作
物
�
農
薬
�
飛
散
�
�

�
�
�
注
意
�
�
�
�
�
�
�
地

域
一
体
�
�
�
�
取
�
組
�
�
大

切
�
�
�

き
る
農
薬
を
選
ぶ
な
ど
、
使
用
す

る
農
薬
に
つ
い
て
も
見
直
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
発
生
予
察
情
報
に
基
づ

き
、
散
布
回
数
を
減
ら
す
こ
と
も

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
決
め
ら
れ
た
農
薬
の
使
用
方

法
を
守
る

　

使
用
前
に
は
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に

書
か
れ
て
い
る
適
用
内
容
を
確
認

し
、
散
布
で
き
る
作
物
や
使
用
量

・
濃
度
、
使
用
時
期
、
そ
し
て
成

分
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
総
使

用
回
数
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

散
布
し
た
後
は
、
圃
場
ご
と
に

使
用
し
た
農
薬
や
作
業
内
容
を
必

ず
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
使
用
す
る
散
布
器
具
に
農
薬

が
残
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る

　

前
回
使
用
し
た
農
薬
が
散
布
器

具
に
残
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
作

物
に
薬
害
が
生
じ
た
り
、
収
穫
物

に
農
薬
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、

思
わ
ぬ
事
態
が
起
こ
り
ま
す
。

　

散
布
器
具
を
使
用
し
た
後
は
、

タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
な
ど
に
農
薬
が

残
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
洗

浄
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
管
理
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
分
だ
け
で
の
注
意
で
は
防

げ
な
い
部
分
は
地
域
一
体
と
な

っ
て
対
策
が
必
要
で
す

　

地
域
一
体
と
な
っ
て
農
薬
飛
散

防
止
の
た
め
の
連
絡
体
制
を
整
え
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
行
し

ま
し
ょ
う
。

①
散
布
農
薬
の
見
直
し

　

よ
り
多
く
の
作
物
に
適
用
が
あ

り
、
収
穫
日
の
近
く
ま
で
使
え
る

よ
う
な
農
薬
を
選
定
す
る
こ
と
で
、

飛
散
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
お
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
う

　

周
り
の
圃
場
で
収
穫
直
前
の
作

物
が
あ
る
場
合
は
、
散
布
日
や
収

穫
日
を
変
更
す
る
な
ど
の
調
整
を

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
農

業
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
２
７
）

山
形
お
き
た
ま
農
協
白
鷹
支
店
農

業
振
興
係
（
☎
85

－

２
１
２
１
）

�
�
�
安
全
�
安
心
�
�

◆
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
大
切
で
す

　

よ
り
飛
散
し
に
く
い
「
剤
型
」

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
農
薬
の
飛
散

は
粒
子
が
小
さ
い
ほ
ど
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
粒
剤
な
ど
、
よ

り
飛
散
し
に
く
い
「
剤
型
」
に
代

え
る
こ
と
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

飛
散
し
よ
う
と
す
る
作
物
、
周

り
の
圃
場
の
作
物
の
状
況
を
確
認

し
、
よ
り
多
く
の
作
物
に
使
用
で

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
は

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症 

の
多
発
時
期
で
す

Ｏ

－

１
５
７
等
感
染
症
の
予
防
の
お
知
ら
せ

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
感
染

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

食
品
は
十
分
加
熱
す
る

　

Ｏ

－

１
５
７
な
ど
の
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
は
、
牛
、
羊
、
鹿
な
ど

の
大
腸
に
生
息
し
て
お
り
、
そ
の

菌
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
（
生
肉
や

糞
の
混
入
し
た
土
の
つ
い
た
野
菜

な
ど
）
や
水
を
飲
食
す
る
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。
食
品
は
十
分
加
熱

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
加
熱
は
、
食
品
の
中
心
部
に
つ

い
て
75
℃
、
１
分
以
上
で
す
。

井
戸
水
の
使
用
を
控
え
る

　

梅
雨
時
の
雨
で
、
井
戸
水
に
雑

菌
が
混
入
し
や
す
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
飲
用
は
も
ち
ろ
ん
、

食
器
や
野
菜
等
の
洗
い
も
の
な
ど

に
も
井
戸
水
を
使
用
す
る
の
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
を
習
慣
に
す
る

　

感
染
し
た
人
の
便
か
ら
二
次
感

染
す
る
の
で
、
排
便
や
お
む
つ
交

換
の
あ
と
は
水
道
水
を
流
し
た
ま

ま
に
し
て
、
石
け
ん
を
よ
く
泡
立

て
て
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

調
理
器
具
も
洗
剤
を
使
い
、
水
道

水
を
流
し
た
ま
ま
で
十
分
に
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。

症
状
が
あ
っ
た
と
き
は

直
ち
に
受
診
す
る

　

感
染
し
た
人
の
約
半
数
は
、
感

染
し
て
か
ら
お
よ
そ
３
〜
８
日
後

に
最
初
の
症
状
と
し
て
頻
回
の
水

様
便
（
下
痢
）
が
現
れ
、
さ
ら
に

激
し
い
腹
痛
を
伴
い
、
ま
も
な
く

著
し
い
血
便
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は

重
症
に
な
り
や
す
い
の
で
直
ち
に

医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
保
健
薬

務
課
感
染
症
予
防
担
当
（
☎
０
２

３

－

６
３
０

－

２
３
１
５
）

農
薬
散
布

気
�
�
�
�
�
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【ハーモニークラス】（参加人数／ 101人）
　トライアル初心者や万年ビギナーのかた、もはや上達をあきらめたかた（失
礼…）などを対象にツーリングトライアルを楽しんでもらおうというのがハー
モニークラス。コース、セクションともに超やさしい設定ですが、新緑のなか
残雪の山々の景色を満喫できる楽しいトライアルです。
　このクラスのもう一つの楽しみは、オールクリーンを目指そう！というもの。
一度も表彰経験がないながらトライアルが好きでやめられないかたのために、
オールクリーンを出せば皆「優勝」、惜しくも１点ついたら「１点賞」という表
彰をいたします。家族の尊敬を目指すのも悪くないのでは…。

■ハーモニー土曜日（17日）の観戦可能ポイント
○白鷹スキー場スタート････････････････････････8:00 ～   9:20
○小山沢（セクション４つ）････････････････････9:30 ～ 12:00
○永泉寺北の山･･･････････････････････････････10:00 ～ 12:20
○つぶて石･･･････････････････････････････････10:20 ～ 12:45
○あゆ茶屋人口セクション･････････････････････10:30 ～ 13:00
○曲漆･･･････････････････････････････････････11:50 ～ 13:20
○萩野･･･････････････････････････････････････12:00 ～ 13:45
○白鷹スキー場ゴール･････････････････････････13:00 ～ 17:00

【トレッキングクラス】（参加人数／ 58人）
　トレッキングクラスは、オフロードバイクを対象にしたクラスです。コース
はトライアル同様に林道を走り、ときには廃道やけもの道に分け入ったりとい
う約150km前後の距離。そのコースを移動しながら、コース上に点在するいく
つかの競技ポイントにチャレンジします。
　競技ポイントは二つの要素があり、一つはブッシュや湿地帯などを走りきる
時間で競う「トレッキングポイント」、もう一つはセクションの足つき減点の
「トライアルポイント」です。それぞれをポイント換算し順位を決定します。

■トレッキング土曜日（17日）の観戦可能ポイント
■トレッキング土曜日（17日）の観戦可能ポイント
○白鷹スキー場スタート････････････････････････7:30 ～   8:30
○白鷹山登山口････････････････････････････････8:00 ～   9:20
○塩田････････････････････････････････････････9:00 ～ 10:30
○永泉寺北の山･･･････････････････････････････10:20 ～ 12:10
○上ノ台･････････････････････････････････････11:45 ～ 13:30
○松程･･･････････････････････････････････････14:10 ～ 15:50
○白鷹スキー場ゴール（セクション２つ）･･･････14:40 ～ 16:40

開催6/17-18
〔土〕  〔日〕

２００６サンシャイントライアル＆トレッキング

スタート＆ゴール：白鷹スキー場　お陰さまでサンシャイントライアルも今年で22年目を迎え
ます。
　今年も全国各地から２９４人あまりの選手が参加し、技量
に応じた３つのクラスで技を競います。
　土曜日はトライアル初心者や万年ビギナーのかたを対象に
したハーモニークラスとオフロードバイクを対象にしたトレ
ッキングクラスの２クラス、日曜日は各セクションにオブザ
ーバー（審判）を配置した競技性の高いパラダイスクラスが
開催されます。
　今年は見せ場としてあゆ茶屋さん駐車場に人工セクション
を設置します。土曜、日曜とも観戦できますのでお気軽にお
越しください。
　沿道でのご声援はなによりの励ましです。どうぞ手を振っ
ての応援、よろしくお願いします。
※大会公式プログラムは白鷹町内のコンビニ、ＧＳ、最寄の
お店などで無料配布中です。
※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。

●主催／サンシャイントライアル　オーガニゼーション
●大会事務局
　〒992-0771山形県西置賜郡白鷹町鮎貝2383-1
　サンシャイントライアル事務局　
　　直通携帯　090-4883-0320（担当／鈴木）
ホームページ：http://www2.jan.ne.jp/̃sunshine/
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【パラダイスクラス】（参加人数／ 135人）
　パラダイスクラスは各セクションにオブザーバーを配置した比
較的スポーツマインドの高いトライアル。コース距離は120km前
後、セクション数は25程度、やさしいながらも油断できないサジ
加減のセクション。林道や廃道、ブッシュなど変化に富んだコー
スが用意されます。

■パラダイス日曜日（18日）の観戦可能ポイント
○白鷹町スキー場スタート･････････････････････7:15 ～   9:00
○あゆ茶屋人口セクション･････････････････････7:25 ～   9:30
○つぶて石･･･････････････････････････････････7:45 ～   9:50
○ジャブジャブ広場･･･････････････････････････8:30 ～ 10:50
○勧進代平沢川（セクション２つ）････････････11:10 ～ 13:30
○永泉寺北の山･･････････････････････････････12:10 ～ 15:40
○七曲林道（セクション２つ）････････････････12:30 ～ 16:00
○白鷹スキー場ゴール････････････････････････13:30 ～ 17:00

手を振ってのご声援、よろしくお願いします。
★今年のサントラも全国のうまい選手がいっぱい出場しています！

☆サンシャイントライアル特別番組のご案内
「サンシャイントライアル２００６」今年の番組はちょっと目先をかえて「観客や地元の皆さんから見てのサントラっ

てどんな風に映ってるんだべ？」と言う部分にスポットを当てて製作されるようです。インタビューされた際はよろし

くお願いします。ＹＴＳ山形テレビ（23ch）で放送します。どうぞお楽しみに！

放送日時：６月24日（土）午後１時～１時25分（ＹＴＳ山形テレビ）

■歓迎レセプションに
「畔藤田植え踊り」の皆さんが出演！

　東北の芸能、「田植え踊り」を現在に
伝える畔藤田植え踊り保存会の皆さん
が歓迎レセプションに出演します。賑
やかで楽しい田植え踊り、まだ見たこ
とのないかたは、ぜひ白鷹スキー場ま
でお越しください！
●サンシャイントライアル2006
　　　　　　　　　歓迎レセプション
　日時：６月17日（土）午後６時30分～
　場所：白鷹スキー場スタート台（予定）

■人工セクションとは

　トライアル競技とは山の奥深くに入り自然が作った地形にトライ

アルマシンと人間が挑むモータースポーツです。しかし、近年スポ

ーツだけに留まらず、災害救助などの場面でたびたび登場してきま

す。街が道が破壊されたり、たくさんの瓦礫で車などが走れない状

況にあってもトライアルマシンなら走破が可能になるからです。

　皆さんに見ていただく今回の人工セクションは、まさに災害によ

って道をふさいでしまったトラックの間を縫って走り、その先に物

資を届けるライダーたちの勇姿です。
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　５月14日、中央公民館で、福祉施設入所
者とボランティアの手づくり「おかえりな
さいコンサート」が開かれました。今年は
町内外６団体が演奏や演劇を披露。来場者
の涙を誘う場面もあり、場内は終始心温ま
る雰囲気でした。有志によって始まったこ
の企画も15回目となり、町外のかたがたに
も愛されるようになりました。今後も地域
福祉の向上と心の交流の場として、このコ
ンサートが続けられることをお祈りします。

心
�
織
�
�
�
�
�
�
�
�

第
15
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　５月13日、虚空蔵祭礼に合わせ白鷹山麓
の小学生が交流する「しらたか山ヤングサ
ミット2006」が開催されました。本町から
は中山小、鷹山小が参加。児童会代表で中
山小の佐藤芳美さんがあいさつしました。
その後、参加した児童全員で「あの青い空
のように」を合唱。雨よ上がれとばかりに
透き通った声を空に向かって響かせました。
郷土の自然、出会いを大切にしていこうと
いう心が、また今年も育まれました。

出
会
�
�
�
�
�
�
�
�
�
仲
良
�

�
�
�
�
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　５月３日から５日まで、ソフトボール場
を主会場に「ソフトボールフェスティバル」
が開催されました。べにばな国体開催を記
念した大会で15回目となる今年は、東北各
県や関東地方からの24チームが参加。開会
式では、各チームが大会での熱戦を予感さ
せる力の入った行進で入場し、観客から拍
手を集めていました。３日間、女子高校生
たちは見事なプレーを繰り広げ、東北生活
文化大学高校が初優勝を成し遂げました。

青
空
�
遅
咲
�
�
桜
�
中
�

第
15
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　５月11日、パレス松風にて、白鷹町グリ
ーン・ツーリズム懇談会が行われました。
観光・農業に関わる人びとの意識の向上と
交流を図るために、白鷹町観光協会が主催。
講師に招かれた後藤靖子県副知事は、「グリ
ーン・ツーリズムは、地元の人たちの地域
づくりの思いを外の人に知らせる手段。食
でも体験でも、表面的でない本物本質を見
せ、おもてなしの心を伝えていくことが大
切。」と話されていました。

町
全
体
�
�
�
�
�
�
�
伝
�
�
�

白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
懇
談
会

平
成
17
年
度
�
白
鷹
町
情

報
公
開
条
例
�
個
人
情
報

保
護
条
例
�
運
用
状
況
�

公
開
�
�
�

▼
期
間　

平
成
17
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

▼
根
拠
条
項　

白
鷹
町
情
報
公
開

条
例
第
26
条
・
個
人
情
報
保
護
条

例
第
39
条

　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行

政
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

わ
か
り
や
す
い
町
政
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
が

平
成
16
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
行
政
が

保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
及
び

適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
・
利

益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
総
務
係

（
☎
85

－

６
１
２
０
）
ま
で

項目 件数

情報公開請求 １件

情報公開等決定 １件

情報公開不服申立 ０件

個人情報開示等請求 ０件

個人情報開示等決定 ０件

個人情報保護不服申立 ０件
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５
月
29
日
、
ひ
が
し
ね
保
育
園

で
、
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

食
に
関
心
を
持
ち
、
お
米
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
農

協
青
年
部
や
園
児
の
祖
父
母
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
、
６
年
前
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
水
の
張
ら
れ
た

田
ん
ぼ
に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
は

大
は
し
ゃ
ぎ
。
そ
れ
で
も
一
本
一

本
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

秋
ま
で
、
中
干
し
や
分
け
つ
な

ど
に
つ
い
て
、
農
協
に
行
っ
て
お

話
を
お
聞
き
す
る
な
ど
、
稲
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
30
日
、
よ
つ
ば
保
育
園
で
、

里
い
も
の
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
保
護
者
会
が
食
べ
物
の
で
き

る
様
子
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
保

育
園
近
く
の
畑
を
借
り
て
、
初
め

て
行
う
も
の
で
す
。
先
生
が
た
が

う
ね
に
器
具
で
穴
を
開
け
、
園
児

た
ち
は
が
そ
の
中
に
そ
っ
と
苗
を

置
き
、
土
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
畑
の
草
取
り
や
水

や
り
な
ど
の
作
業
を
園
児
た
ち
が

行
い
、
秋
の
祖
父
母
参
観
日
に
は

お
い
し
い
い
も
煮
を
振
る
舞
う
予

定
で
す
。

平
成
17
年
度
版

�
広
報
�
�
�
�
�
議
会
�
�
�

�
�
�
�
�
�
製
本
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
お
早

め
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
情
報
企

画
係
（
☎
85

－

６
１
２
１
）

平
成
18
年
度
予
算
概
要
書

�
�
�
�
!!
�
�
�
�
�
�
�

町
�
�
�
�
�
�
�
�
掲
載
�

�
�
�
�
�

　

印
刷
サ
ー
ビ
ス
を
１
部
１
０
０

円
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

政
策
改

革
課
政
策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１

２
３
）

�
�
�
�
保
育
園
園
児
�

田
植
�
�
行
�
�
�
�

�
�
�
保
育
園
園
児
�

里
�
�
�
植
�
�
�
�

元
栃
尾
市
議
会
議
長
�
�
絵
画

�
松
�
白
鷹
��
寄
贈
�
�
�
�

�
�
�

　

５
月
18
日
、
馬
場
長
岡
市
特
別

参
与
（
元
栃
尾
市
長
）、大
塚
元
栃

尾
市
議
会
議
長
、
羽
賀
元
栃
尾
市

文
化
協
会
長
が
来
庁
さ
れ
、
絵
画

「
松
に
白
鷹
」
を
橋
本
町
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
県
栃
尾
市
は
今
年
１
月
１

日
に
長
岡
市
と
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
町
と
の
姉
妹
都
市
の

盟
約
は
、
栃
尾
地
域
と
な
っ
て
か

ら
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
友
好
を
一
層
強
い
も
の
に

し
、
交
流
を
深
め
て
い
く
と
い
う

意
味
を
込
め
、
こ
の
た
び
栃
尾
地

域
を
通
じ
て
絵
画
「
松
に
白
鷹
」

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

贈
者
は
元
栃
尾
市
議
会
議
長
の

大
塚
一
夫
さ
ん
で
す
。

板
垣
長
榮
�
�
�
瑞
宝
双
光
章

�
受
章

　

平
成
18
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、

板
垣
長
榮
さ
ん
（
横
田
尻
）
が
消

防
団
の
活
動
の
功
労
者
と
し
て
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

板
垣
さ
ん
は
消
防
団
員
と
し
て

43
年
、
ま
た
消
防
団
団
長
と
し
て

８
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
防
災
思

想
の
普
及
、
火
災
防
ぎ
ょ
に
関
す

る
対
策
、
消
防
団
員
教
育
の
実
施

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
火
災
現
場

に
お
い
て
も
的
確
な
消
火
活
動
の

指
揮
に
あ
た
ら
れ
る
な
ど
の
実
績

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
消
防
の
強
化

充
実
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
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消
防
表
彰
受
賞
者
�
�
�
�
�

　

６
月
４
日
の
春
季
消
防
演
習
に

て
、
表
彰
状
の
伝
達
、
感
謝
状
の

贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
山
形
県
知
事
表
彰
】

○
金
条
章
＝
第
１
分
団

○
特
別
功
労
章
＝
芳
賀
繁
範
・
髙

田
正
浩

○
功
労
章
＝
安
部
宏
信
・
小
形
一

美
・
丸
川
幸
記
・
横
沢
新
一
・
橋

本
英
一

○
功
績
章
＝
金
田
利
之
・
金
田
敬

・
小
林
一
幸
・
安
部
博
幸
・
今
嘉

徳
・
長
岡
聡
・
粟
野
昌
彦
・
原
田

純
・
中
村
洋
昌
・
新
野
直
樹

○
精
練
章
＝
小
口
賢
二
・
本
木
修

・
小
林
真
・
中
川
勝
・
石
山
雄
一

・
長
岡
満
・
松
下
貴
洋
・
奥
山
春

和
・
守
谷
正
倫
・
小
関
敦
広
・
齋

藤
和
広
・
小
形
仁
・
菅
間
務
・
大

木
正
明
・
青
木
正
浩
・　

昌
道
・

笹
原
広
輝
・
小
松
寛
幸
・
加
藤
隆

広○
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
（
勤
続

20
年
以
上
）
＝
板
垣
長
榮
・
梅
津

守
一
・
橋
本
徳
味
・
佐
藤
貞
蔵
・

梅
津
晃
・
金
田
敏
春
・
丸
川
政
志

・
渡
部
正
弘
・
荒
木
健
一
・
大
瀧

真
史
・
髙
田
浩
由
基
・
加
藤
正
男

○
消
防
団
活
動
貢
献
事
業
所
＝

白
鷹
陽
光
学
園

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

○
功
績
章
＝
平
盛
和

○
精
績
章
＝
鈴
木
義
昭

【
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

○
優
良
章
＝
今
野
勉
・
中
川
洋
一

・
大
瀧
俊
秀
・
横
澤
俊
和
・
奥
山

光
晴
・
川
村
朋
弘
・
山
口
陽
一
郎

・
松
野
真
樹
・
大
滝
和
幸
・
今
野

修
一
・
大
木
大
輔
・
新
野
昭
・
小

形
仁

○
永
年
勤
続
章
（
20
年
）
＝

髙
田
正
浩
・
飛
鳥
井
芳
一
・
丸
川

厚
志
・
青
木
浩
二
・
川
田
敬
一
・

熊
坂
喜
代
司
・
大
滝
丈
夫
・
小
形

勇
人
・
青
木
冨
弘
・
村
上　

彦

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）
＝

安
部
宏
信
・
小
形
一
美
・
粟
野
昌

彦
・
原
田
純
・
新
野
直
樹
・
中
川

勝
・
衣
袋
正
人
・
今
野
勉
・
金
田

修
・
馬
場
範
之
・
奥
山
光
晴
・　

昌
道
・
今
春
樹
・
山
口
陽
一
郎
・

松
野
真
樹
・
加
藤
隆
広
・
今
野
善

則
・
宮
澤
裕
・
黒
田
直
樹
・
那
須

悟
・
佐
藤
義
則
・
小
口
弘
幸
・
齋

藤
晃
・
土
屋
龍
美
・
加
藤
裕
之
・

芳
賀
貴
幸
・
山
川
努
・
橋
本
秀
一

・
田
中
幸
博
・
菅
間
正

○
永
年
勤
続
章
（
10
年
）
＝

佐
藤
浩
彰
・
紺
野
市
夫
・
松
下
貴

洋
・
大
木
正
明
・
横
澤
塁
・
松
下

太
良
・
佐
藤
隆
将
・
新
野
昭
・
平

井
正
秋
・
今
野
和
博
・
金
田
康
範

・
片
山
充
治
・
渡
部
大
・
大
瀧
真

人
・
大
滝
武
・
岡
部
修
・
大
嶋
勝

浩
・
鈴
木
克
仁
・
清
野
隆
博
・
齋

藤
了
・
小
林
康
之
・
紺
野
重
幸
・

布
施
貴
広
・
菅
原
智
宏
・
新
野
瑞

喜
・
村
上
利
晴
・
沼
澤
正
晴

【
山
形
県
消
防
協
会

西
置
賜
支
部
長
表
彰
】

○
優
良
機
関
＝

第
１
分
団
第
３
部
第
１
班

○
優
良
消
防
団
員
＝
長
谷
部
淳
一

・
佐
藤
征
之
・
馬
場
範
之
・
宮
澤

滋
晴
・
片
倉
武
美
・
竹
田
敏
文
・

今
春
樹
・
白
田
悟
・
樋
口
秀
人
・

中
嶋
健
一
・
松
下
太
良
・
松
澤
和

也
・
大
類
信
二
・
佐
藤
正
宏
・
丸

川
幸
浩
・
梅
津
知
己
・
西
村
修
・

梅
津
輝
彦
・
梅
津
友
宏

○
優
良
運
転
者
＝
金
子
哲
治
・
中

山
孝
之
・
須
田
浩
司

【
白
鷹
町
長
感
謝
状
】

○
幹
部
退
団
者（
班
長
以
上
幹
部
）

＝
鈴
木
義
昭
・
樋
口
良
弘
・
金
田

利
之
・
金
田
敬
・
鈴
木
義
幸
・
大

滝
義
昭
・
江
口
政
昭
・
飛
鳥
井
芳

一
・
海
老
名
清
隆
・
長
澤
正
人

○
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年

以
上
の
団
員
）
＝
那
須
悟
・
小
林

正
明
・
片
倉
健
博
・
齋
藤
伸
之
・

羽
田
英
雄
・
鈴
木
徳
則

【
白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰
】

○
賞
詞（
勤
続
13
年
以
上
の
団
員
）

＝
児
玉
和
弘
・
丸
川
和
幸
・
中
川

正
彦
・
樋
口
直
樹
・
栗
原
一
執
・

梅
津
和
則
・
佐
藤
和
広
・
髙
橋
義

和
・
梅
津
勝

平
成
18
年
度
春
季
消
防
演
習

　

６
月
４
日
、
東
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
で
、
春
季
消
防
演
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
の
規

律
訓
練
や
有
事
を
想
定
し
た
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど
を
実
施
。
各
個

・
小
隊
・
中
隊
訓
練
で
は
、
全
分

団
と
も
息
の
合
っ
た
堂
々
と
し
た

訓
練
が
行
わ
れ
、
団
員
の
団
結
力

の
高
さ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
の
火
災

数
は
５
件
で
、
昨
年
よ
り
早
い
ペ

ー
ス
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
予
防
消
防
を
心

が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
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平成18年度以降の個人町県民税は、
次のように改正されています

１．65歳以上（昭和16年１月１日以前生まれ）のか
　たの公的年金等所得の計算方法は、次のように変
　わりました。

２．老年者控除の廃止
　　老年者控除がなくなりました。
　　また、これまで、寡婦、寡夫控除は老年者控除
　に該当すれば受けられませんでしたが、受けられ
　るようになりました。
３．定率減税の減額
　　所得割額から差し引かれる定率減税が、15％か
　ら7.5％に縮減されました（限度額２万円）。
４．老年者非課税の廃止
　　65歳以上のかたで、前年の合計所得が125万円
　以下に適用されていた非課税措置がなくなりまし
　た。なお、18年度、19年度は次のように減額にな
　ります。
　○対象者　前年の合計所得が125万円以下で、平
　　　　　　成17年１月１日現在65歳以上のかた

 

５．配偶者への、町県民税均等割の減額がなくなり
　ました。
６．町県民税の非課税限度額の改正
　○均等割が課税になるかたは、前年の合計所得が
　　次の算式で求めた額を超えるかたとなります。
　　・扶養親族がいる場合
　　　　28万円×（本人＋扶養人数）＋17万円
　　・扶養親族がいない場合
　　　　28万円
　○所得割が課税になるかたは、前年の合計所得が
　　次の算式で求めた額を超えるかたとなります。
　　・扶養親族がいる場合
　　　　35万円×（本人＋扶養人数）＋32万円
　　・扶養親族がいない場合
　　　　35万円

■問い合わせ　町民税務課町税係（☎85－6132）

公的年金等
の収入金額

公的年金等に係る雑所得の金額

330 万円未満 収入金額       －   120 万円

330 万円以上
410 万円未満

収入金額× 0.75 －  37.5 万円

410 万円以上
770 万円未満

収入金額× 0.85 －  78.5 万円

770 万円以上 収入金額× 0.95 － 155.5 万円

均　等　割 所　得　割

町民税 県民税 町民税 県民税

18 年度 1,000 円 300 円
算出税額の３分の２
を減額

19 年度 2,000 円 600 円
算出税額の３分の１
を減額

20 年度 3,000 円 1,000 円 減額になりません

春季消防演習での訓練風景

終始きびきびとした訓練でした。
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社
会
教
育
委
員
の
紹
介

●
社
会
教
育
委
員
の
活
動

　

社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育

に
関
す
る
諸
計
画
等
に
関
し
て
、

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
意
見

を
述
べ
た
り
（
答
申
）、
そ
の
た

め
の
調
査
研
究
を
行
う
と
い
う
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
当
町
で
は
、

現
在
生
涯
学
習
振
興
計
画
に
つ
い

て
諮
問
さ
れ
て
お
り
、
今
年
10
月

末
答
申
に
向
け
会
議
等
を
開
催
し

検
討
さ
れ
て
ま
す
。
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
る
研
修
会
な
ど
に
参
加

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
の
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
も
兼
務
さ
れ
、

地
区
公
民
館
事
業
な
ど
に
も
足
を

運
ん
で
参
加
、
助
言
等
さ
れ
て
い

ま
す
。

白鷹町社会教育委員一覧（敬称略）

No 氏　名 住　所

1 竹　田　寛　治 荒砥乙 町校長会長（荒砥小学校長）

2 遠　藤　啓　司 荒砥甲 荒砥高等学校長

3 疋　田　美津子 畔　藤
4 井　澤　德　雄 荒砥甲
5 長谷部　嘉　雄 鮎　貝
6 齋　藤　和　男 畔　藤
7 樋　口　勝　子 鮎　貝
8 影　山　美佐子 高　玉
9 佐　藤　利　夫 萩　野
10 佐　藤　恵　子 荒砥乙

パソコン講習会（６月）
期日 時間 コース 内容 受講料

６月 19日（月）

20（火）

午後１時～４時

（合計６時間）

パソコン入門

文字入力コース

パソコン初心者向けのコースです。パソコンを始める

なら、まずは文字入力ができることが必要です。そこ

で今回は集中的に６時間文字入力をやってみましょう。

3,000 円

◆会場　白鷹町総合情報センター（パワーセンター隣接）

◆受講料　3,000 円　　◆テキスト代　1,050 円

◆申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86 － 0151）※電話番号をお間違えなく。

◆お願い　受講途中に、退席されても受講料とテキスト代は返金できませんのでご了承ください。

＊毎月第 4土曜日は、情報センターの無料開放日！　午後１時～４時までどなたでもご利用いただけます。

佳
作　

波
風
は
立
た
せ
ぬ
妻
の
花
鋏
は
さ
み　

　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

黒
髪
を
風
に
な
び
か
せ
日
本
の
娘こ　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

ス
ト
レ
ス
は
溜た

め
な
い
主
義
の
風
任
せ　
　

足
立
区　

川
村
美
智
子

　

〃　

老
い
の
身
は
花
を
散
ら
さ
ぬ
風
を
待
ち　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

釜
の
越　

古
典
の
舞
を
風
ま
か
せ　
　
　
　

滝　

野　

小
関　

俊
英

　

〃　

風
見
鶏　

昨
日
は
東
今
日
は
西　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

鯉
の
ぼ
り　

紬
の
里
に
風
薫
る　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

青
葉
風
頬
を
や
さ
し
く
撫
で
て
ゆ
く　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

風
雨
に
も
微
笑
み
給た
ま

う
野
の
地
蔵　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

波
風
を
立
て
ま
い
老
い
の
黙
秘
権　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

母
の
如ご
と　

初
夏
の
そ
よ
風
ほ
ほ
を
撫
で　
　

十　

王　

菅
間　

ま
し

　

〃　

生
き
て
い
る
限
り
波
風
そ
っ
と
抱
き　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

秀
逸　

耕
し
の
汗
も
み
ど
り
の
風
の
中　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

春
風
駘た
い
と
う蕩

花
も
好
き
だ
が
酒
も
好
き　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

今
日
を
吹
く
風
も
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

　

〃　

風
鈴
が
贈
っ
た
人
の
音
で
鳴
り　
　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

ま
だ
遊
べ
地
蔵
の
そ
ば
に
風
車　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

船
山　

英
三

　

〃　

逆
ら
わ
ず
風
に
吹
か
れ
て
糸
柳　
　
　
　
　

荒
川
区　

戸
村　

絹
代

　

〃　

風
向
き
が
ど
う
変
ろ
う
と
勝
負
す
る　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

て
っ
ぺ
ん
に
居
る
か
ら
強
い
風
当
た
り　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

追
い
風
も
味
方
逆
転
ホ
ー
ム
ラ
ン　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

ど
ん
な
風
に
も
へ
こ
た
れ
ぬ
北
育
ち　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

五
客　

一
歩
退ひ

き
余
生
の
風
と
睦
み
合
い　
　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

し
ゃ
ぼ
ん
玉
こ
わ
し
て
風
は
知
ら
ん
ぷ
り　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

加
齢
と
は
風
の
流
れ
る
時
刻
表　
　
　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

風
雪
に
耐
え
た
古
木
が
見
せ
る
瘤こ
ぶ　

　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

　

〃　

不
況
風
年
寄
り
の
知
恵
光
り
だ
す　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

人
位　

風
雪
の
苦
労
に
耐
え
た
皺し
わ

い
く
つ　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

地
位　

内
定
通
知　

風
爽さ
わ

や
か
に
吹
い
て
く
る　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

天
位　

ど
ん
底
で
背
を
押
す
風
は
母
だ
ろ
う　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

軸　

母
の
居
る
ふ
る
さ
と
風
も
や
わ
ら
か
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題　

「
木
」
六
月
末
日
ま
で
「
金
」
七
月
末
日
ま
で

は
が
き
に
三
句　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

風　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

ニコニコ掲示板
＜平成18年度スタート！＞
　元気ニコニコ推進会議総
会を５月20日に開催しまし
た。新会員の入会もあり、
気持ちを新たにスタートで
す。健康な暮らしの実現に
向けて楽しく健康増進事業
を実践します。28日には、
「にこにこウォーキング」
を実施しました。
　来月はウォーキング特集
です。若さを保つ元気な暮
らしをテーマに情報を発
信します。お楽しみに。

みんなで元気に暮らしたい…

充実した元気な暮らし

今月の？数字

充実した元気な暮らしのためには、自分がやりたいことなど目標をもって
暮らすことが大切です。それはたとえば、仕事・趣味・ボランティアなど
を生活の中にうまくとり入れている暮らしです。

○9.9％＝Ｈ15年に行った、元気ニコニコしらたか21
アンケートで、80歳代で20本の歯を有する人の割合で
す。ほとんどの人が義歯を使用している状況です。
○15％＝Ｈ22年までの目標値です。１本でも多く歯が
残っていれば、いろいろな物をおいしく味わって食べ
ることができます。
＜健康の第一歩はお口の健康から始まります＞

８０２０
　噛めば噛むほど健康に良いと言われています。
卑
ひ み こ

弥呼の時代の食事と比べてみると、現代人は６分
の１しか噛んでいません。よく噛むことは、食べ物
を体に取り入れるだけでなく、全身を活性化させる
重要な働きをしています。80歳で20本の歯があれば、
十分になんでも噛むことができます。

9.9％　　　15％

▲8020を達成した清野さん

 高齢者の
健康づくり

白鷹町健康増進計画

“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

「噛　む　効　用 ｣
～学校食事研究会標語～
＜ひみこの歯がいいぜ！＞

　ひ：肥満を防ぐ

　み：味覚の発達

　こ：言葉の発音がはっきり

　の：脳の発達

　は：歯の病気を防ぐ

　が：がんを防ぐ

　い：胃腸の働きを促進する

　ぜ：全身の体力向上

白鷹町発！
『元気な8020・清野功一さん（萩野）』

Ｑ１：年齢を教えてください。
Ａ１：満83歳です。
Ｑ２：歯は何本ありますか。
Ａ２：〔25本〕あります。
Ｑ３：毎日の食事で気をつけていることはあります
　　　か。
Ａ３：特にはないですが、好き嫌いなく食べていま
　　　す。漬物や野菜、イカ・タコなど歯ごたえの
　　　ある物、なんでも食べられます。
Ｑ４：体を動かしていますか。
Ａ４：足腰は痛いですが、畑で野菜をつくっていま
　　　す。
Ｑ５：歯磨きをしていますか。
Ａ５：尋常高等小学校を卒業後、歯磨きをするよう
　　　になりました。はじめたころは朝起きてすぐ
　　　していましたが、だいたい40年前から朝昼晩
　　　一日３回食後、磨くようになりました。昨年、
　　　歯がぐらぐらしたこともありましたが、歯磨
　　　きをがんばったら良くなりました。
Ｑ６：お酒、タバコはどうですか。
Ａ６：酒は晩酌をしますが、タバコは45歳のころ、
　　　胃の手術のため止めました。
Ｑ７：食生活を楽しんでいますか。
Ａ７：好き嫌いなく、なんでも食べられるので、ど
　　　こへ出かけても楽しいです。

清野さんは歯に特別良いこと
はしてこないと言われていま
したが、食事や歯磨き、禁煙
などの生活習慣が８０２０を
達成できたポイントではない
でしょうか。

歯周疾患検診
　歯を失う一番の原因が歯
周疾患です。検診を受け早
めに予防しましょう。
●対象者　今年度中に40歳、
　50歳、60歳、70歳になら
　れるかた
＊詳しくはおしらせ版５月
　22日号をご覧ください。
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催　し

朝
日
連
峰
夏
山
開
�

▼
い
つ　

６
月
18
日
（
日
）
午
前

11
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

朝
日
連
峰
鳥
原
山　

朝
日
嶽
神
社
前

▼
持
ち
物　

昼
食　

雨
具
な
ど

▼
交
通　

当
日
午
前
５
時
30
分
に

役
場
前
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
バ
ス
の
乗
車
人
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

６
月
15
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
観
光
交
流
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

６
月
18
日
（
日
）
午
前

６
時
〜
８
時
30
分
（
午
前
５
時
45

分
集
合
）

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
前

▼
コ
ー
ス　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

〜
東
側
堤
防
〜
睦
橋
〜
西
側
堤
防

〜
荒
砥
橋
〜
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

堤
防
か
ら
見
渡
す
緑
増

す
山
や
ま
や
堤
防
に
咲
き
乱
れ
る

野
草
と
語
ら
い
な
が
ら
自
分
の
ペ

ー
ス
で
歩
き
ま
す
。

＊
申
込
み
は
不
要
。
当
日
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

▼
次
回
開
催　

７
月
23
日
（
日
）

紅
花
畑
周
遊
コ
ー
ス
（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１
０
）

�
�
�
村
�
�
�

　

の
ど
か
村
の
オ
ー
プ
ン
５
周
年

を
記
念
し
て
開
催
し
ま
す
。
の
ん

び
り
し
に
深
山
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

の
ど
か
村

▼
イ
ベ
ン
ト
（
開
始
時
間
）

①
バ
ン
ド
演
奏　

ブ
ル
ー
ト
ー
ン

　

ズ
（
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30

　

分
）

②
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り　

紅

　

獅
連
（
午
前
10
時
30
分
、
午
前

　

11
時
30
分
）

▼
工
芸
体
験

①
和
紙
漉
き
（
５
０
０
円
）

②
陶
芸
（
１
０
０
０
円
）

▼
味
わ
い

①
青
竹
流
し
ソ
ー
メ
ン

＊
参
加
費　

大
人
２
０
０
円
、
小

　

学
生
１
０
０
円
、
幼
児
無
料

②
手
打
ち
そ
ば
、
山
菜
汁
な
ど

③
野
菜
・
山
菜
の
直
売
所

▼
そ
の
他

①
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
（
１
５
０
０

　

円
・
当
日
受
付
、
人
数
制
限
）

②
さ
く
ら
ん
ぼ
の
種
飛
ば
し
大
会

※
雨
天
の
場
合
内
容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
深
山

郷
の
ど
か
村（
☎
85

－

０
３
８
０
）

映
画
�
男
�
�
�
大
和
�
�
�

�
�
�
�
�
上
映
会

▼
い
つ　

６
月
24
日
（
土
）

　

①
午
後
１
時
〜

　

②
午
後
６
時
〜

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
前
売
券　

一
般
１
３
０
０
円

＊
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
・
実
行
委
員

　

ほ
か
で
発
売
中
で
す
。

＊
60
歳
以
上
の
か
た
は
当
日
１
０

　

０
０
円

▼
主
催　

白
鷹
活
動
写
真
倶
楽
部

■
前
売
券
取
扱
・
問
い
合
わ
せ　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
０

０
１
）

社
会
�
生
�
�
自
閉
症
児
者
�
発

達
障
害
児
者
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

６
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

伝
国
の
杜
・
置
賜
文

化
ホ
ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
内
容

①
講
演
会　

午
前
10
時
〜

　

演
題
「
実
践
を
通
し
て
見
え
て

　

き
た
も
の
」

　

講
師　

須
田
初
枝
さ
ん
（
日
本

　

自
閉
症
協
会
副
会
長
）

②
座
談
会　

午
後
１
時
30
分
〜

　

テ
ー
マ
「
本
人
・
親
が
望
む
人

　

生
に
む
け
て
」

＊
相
談
会
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
料　

５
０
０
円（
資
料
代
）

▼
参
加
申
込　

当
日
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

米
沢
自
閉
症
療

育
研
究
所
（
☎
０
２
３
８

－

21

－

１
０
８
０
）

置
賜
地
区
中
途
視
覚
障
害
者
体
験

交
流
会

　

中
途
視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
が

少
し
で
も
早
く
福
祉
の
制
度
や
視

覚
障
害
者
に
つ
い
て
の
適
正
な
情

報
を
得
る
た
め
の
体
験
交
流
会
で

す
。

▼
い
つ　

６
月
18
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー

▼
対
象　

中
途
視
覚
障
害
者
、
ご

家
族
の
か
た

▼
内
容　

①
眼
科
医
に
よ
る
講
演

②
日
常
生
活
用
具
の
紹
介
・
活
用

　

方
法

③
福
祉
制
度
の
し
く
み
や
利
用

④
情
報
交
換
会

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
点
字

図
書
館
（
☎
０
２
３

－

６
３
１

－

５
９
３
０
）
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▼
活
動
内
容

①
来
院
者
に
対
す
る
案
内
（
受
付
、

　

外
来
、
検
査
場
所
な
ど
）

②
自
動
再
来
受
付
機
の
使
用
の
説

　

明
、
補
助

③
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
と

　

し
て
院
長
が
認
め
る
も
の

▼
守
秘
義
務

　

病
院
内
で
見
聞
き
し
た
こ
と
、

患
者
さ
ん
な
ど
の
診
療
や
個
人
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
他
人
に

一
切
漏
ら
さ
な
い
。
特
に
気
づ
い

た
こ
と
な
ど
は
、
病
院
事
務
局
長

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
病
院
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
立
病

院
事
務
局
（
☎
85

－

２
１
５
５
）

平
成
18
年
度
消
防
設
備
士
試
験
及

�
準
備
講
習
会

【
消
防
設
備
士
試
験
】

▼
試
験
日　

８
月
27
日
（
日
）

▼
試
験
地　

山
形
市
、
米
沢
市
、

酒
田
市

▼
試
験
種　

消
防
設
備
士
甲
種

（
全
類
）
及
び
乙
種
（
全
類
）

▼
受
付
期
間　

７
月
18
日
（
火
）

〜
26
日
（
水
）（
郵
送
の
場
合
は
、

26
日
の
消
印
有
効
）

▼
願
書
提
出
先　

〒
９
９
０

－

０

０
２
５　

山
形
市
あ
こ
や
町
３

－

募　集

15

－

40　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
山
形
県
支
部
（
☎
０
２
３

－

６

３
１

－

０
７
６
１
）

＊
願
書
用
紙
は
消
防
署
、
各
消
防

分
署
で
配
布
し
ま
す
。

【
消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習
会
】

▼
講
習
日　

８
月
１
日
（
火
）

▼
会
場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ

▼
受
付
期
間　

７
月
３
日
（
月
）

〜
14
日
（
金
）

▼
申
請
先　

〒
９
９
０

－

０
０
４

１　

山
形
市
緑
町
１

－

９

－

30　

山
形
県
消
防
設
備
保
守
協
会
（
☎

０
２
３

－

６
２
９

－

８
４
７
７
）

＊
申
請
書
等
は
消
防
署
、
各
消
防

分
署
で
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
白
鷹
分

署
（
☎
85

－

５
２
４
２
）

裁
判
所
事
務
官
採
用
�
種
試
験
�

募
集

▼
受
付
期
間　

７
月
10
日
（
月
）

〜
18
日
（
火
）（
消
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験　

９
月
10
日（
日
）

▼
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
受
験
案
内
は
、
最
高
裁
判

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.courts.go.jp/

）に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
５
１
１
）

�
�
�
�
�
�
養
成
講
習
会
�
受

講
者
募
集

　

県
立
点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚

障
害
者
の
た
め
の
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
習
会
に
は
各
募
集
要
項
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
講
習
内
容

①
点
訳
、
②
音
訳
、
③
音
訳
校
正

④
Ｃ
Ｄ
編
集

▼
問
い
合
わ
せ
期
間　

７
月
３
日

（
月
）
〜
21
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
点
字

図
書
館
（
☎
０
２
３

－

６
３
１

－

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館
展
示
品
を

模
様
替
え
し
ま
し
た

【展示期間】
　

７月31日（月）まで

５
９
３
０
）

若
年
者
�
就
職
支
援
訓
練
受
講
者

募
集

　

若
年
者
の
か
た
が
た
を
対
象
に
、

座
学
に
よ
る
訓
練
で
知
識
の
向
上

を
図
り
、
ま
た
、
企
業
の
現
場
で

の
実
習
に
よ
る
実
践
的
な
技
能
・

技
術
を
習
得
す
る
講
座
で
す
。

▼
訓
練
科
目
（
定
員
各
20
人
）

①
IT
経
理
実
務
科

・
期
日　

８
月
１
日
（
火
）
〜
11

月
29
日
（
水
）

・
会
場　

レ
ッ
ツ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

学
院
長
井
校

②
情
報
シ
ス
テ
ム
実
務
科

・
期
日　

７
月
12
日
（
水
）
〜
11

月
９
日
（
木
）

白
鷹
町
立
病
院
�
�
�
�
�
�
�

募
集
�
�
�

　

病
院
内
で
、
案
内
な
ど
の
お
手

伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

病
院
に
お
越
し
に
な
る
患
者
さ

ん
が
安
心
し
て
診
察
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
の
視
点
に

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
、
患

者
さ
ん
の
案
内
な
ど
の
お
手
伝
い

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
患
者

さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

ご
自
由
に
質
問
や
提
案
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
活
動
時
間

①
毎
週
、
曜
日
を
決
め
て
週
１
回

　

〜
数
回
。
ま
た
は
、
月
の
う
ち

　

の
△
週
目
の
△
曜
日
の
よ
う
な

　

決
め
方
で
も
可
。

②
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
、

　

年
末
年
始
除
く
）
の
間
で
、
午

　

前
８
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
30

　

分
ま
で
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
一
日
２
人
ま

　

で
。
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おしらせ

▼
ど
こ
で　

桑
島
記
念
館
（
長
井

市
）

▼
相
談
内
容　

国
、
県
、
市
町
村

等
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
業
務
で
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
。

▼
法
律
相
談　

弁
護
士
に
よ
る
法

律
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。
長

井
市
役
所
総
務
課
（
☎
84

－

２
１

１
１
）
で
受
付
し
ま
す
（
人
数
制

限
あ
り
）。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
行
政
評
価

事
務
所
行
政
相
談
課
（
☎
０
２
３

－
６
３
２

－

３
１
１
３
）

来
春
卒
業
予
定
�
中
学
生
�
高

校
生
�
採
用
予
定
�
事
業
主
�

皆
�
�
�

　

平
成
19
年
３
月
学
校
卒
業
予
定

者
を
対
象
と
し
た
求
人
事
業
所
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
新
規
学
卒

者
を
採
用
予
定
の
事
業
所
の
皆
さ

ま
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▼
説
明
会
予
定
日
時

①
小
国
会
場

・
い
つ　

６
月
15
日
（
木
）
午
後

２
時
〜

・
ど
こ
で　

ア
ス
モ

②
長
井
会
場

・
い
つ　

６
月
16
日
（
金
）
午
後

２
時
〜

・
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
公
共
職
業

安
定
所
（
☎
84

－

８
６
０
９
）

・
会
場　

ア
ス
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ス
ク
ー
ル
米
沢
校

③
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
科

・
期
日　

11
月
１
日
（
水
）
〜
２

月
27
日
（
火
）

・
会
場　

レ
ッ
ツ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

学
院
米
沢
校

▼
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
は
個
人
負
担
）

▼
対
象
者　

学
卒
未
就
職
者
等
の

35
歳
以
下
の
求
職
者

▼
締
め
切
り　

①
７
月
18
日（
火
）、

②
６
月
27
日
（
火
）、③
10
月
17
日

（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
山
形
セ
ン
タ
ー
委
託
訓
練

担
当
係
（
☎
０
２
３

－

６
８
６

－

２
２
２
５
）

日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災
地

の
緊
急
救
護
、
復
興
支
援
活
動
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

６
月
20
日
（
火
）

ま
で

▼
受
付
場
所　

日
本
赤
十
字
社
白

鷹
町
分
会
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
／
健
康

福
祉
課
福
祉
係
（
☎
86

－

０
１
１

１
）

�
�
�
�
�
川
�
住
�
�
�
�
�

�
�
�
運
動
�
実
施
�
�
�
�

　

今
年
も
７
月
２
日
（
日
）
県
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区
で

計
画
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
時
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
各
区
・
町
内
長
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

行
政
困
�
�
�
相
談
所
�
開
設

�
�
�

　

行
政
機
関
の
一
日
合
同
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
29
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分

�
�
�
�
島
中
部
地
震
救
護
義
援

金
�
�
�
協
力
�
�
�
�

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
で

は
５
月
27
日
の
地
震
発
生
に
よ
り
、

多
数
の
死
傷
者
が
発
生
す
る
被
害

が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
災
害
救
護

義
援
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

山
形
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
菜
採
�
�
潜
�
危
険
�

 

有
毒
物
質
に
よ
る
食
中
毒
を
起

 

こ
さ
な
い
た
め
の
注
意
事
項

　

ト
リ
カ
ブ
ト
を
山
菜
と
間
違
え

る
食
中
毒
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま

す
。
山
菜
を
採
る
と
き
に
は
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
確
実
に
知
っ
て
い
る
も
の
だ
け

　

を
採
る
。

・
部
分
的
な
だ
け
で
な
く
、
全
体

　

的
な
特
徴
で
見
分
け
る
。

・
芽
吹
き
の
時
期
は
、
特
に
山
菜

　

と
有
毒
植
物
の
区
別
が
難
し
く
、

　

ま
た
、
入
り
混
じ
っ
て
生
え
て

　

い
る
た
め
、
一
つ
ひ
と
つ
慎
重

　

に
採
る
。

・
少
し
で
も
自
信
の
な
い
も
の
、

　

疑
わ
し
い
も
の
は
絶
対
に
採
ら

　

な
い
。

・
採
っ
て
か
ら
自
信
が
な
く
な
っ

　

た
り､

疑
わ
し
い
と
思
い
始
め

　

た
ら
も
っ
た
い
な
い
と
思
わ
ず
、

　

持
ち
帰
ら
ず
に
捨
て
る
。

・
調
理
前
に
再
度
確
認
し
、
知
ら

　

な
い
植
物
が
混
じ
っ
て
い
れ
ば

　

取
り
除
く

・
山
野
草
を
食
べ
て
、
む
か
つ
き

　

な
ど
の
中
毒
症
状
を
起
こ
し
た

　

ら
、
有
毒
植
物
の
混
入
を
疑
い
、

　

残
品
を
持
っ
て
早
急
に
医
療
機

　

関
に
受
診
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
危
機
管

理
室
食
品
安
全
対
策
課
（
☎
０
２

３

－

６
３
０

－

２
６
２
１
）

 

山
菜
採
り
に
伴
う
事
故
防
止
に

 

つ
い
て
の
注
意
事
項

　

県
内
で
は
山
菜
採
り
に
伴
う
事

故
で
、
今
年
は
す
で
に
３
件
、
消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」

へ
の
救
助
要
請
が
あ
り
出
動
し
ま

し
た
。
遭
難
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
に
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・
気
象
情
報
に
注
意
し
、
悪
天
候

　

が
予
想
さ
れ
る
時
は
中
止
す
る
。

・
非
常
食
、
雨
具
、
携
帯
電
話
、

　

ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
携
行
す
る
。

・
家
族
に
行
き
先
、
帰
宅
予
定
時

　

刻
を
告
げ
て
か
ら
出
か
け
る
。

・
知
ら
な
い
山
に
一
人
で
入
ら
な

　

い
。

・
自
分
の
体
力
、
体
調
に
合
わ
せ

　

て
無
理
を
し
な
い
。

・
早
め
に
切
り
上
げ
、
明
る
い
う

　

ち
に
下
山
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
総
務
部

危
機
管
理
室
総
合
防
災
課
（
☎
０

２
３

－

６
３
０

－

２
２
２
７
）
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町民プールの監視員を募集します

１．雇用職種及び人員等
　◇職種　プール監視業務
　◇募集人員　若干名
　◇勤務地　稲荷ヶ丘町民プール
　◇雇用予定期間　７月24日（月）～８月21日（月）
　　＊ただし、８月13日（日）は休みです。
　◇勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
　◇勤務内容　利用者の安全管理、水質管理のため
　　　　　　　の機械操作、施設の衛生管理など
　◇賃金　１日5800円
２．応募資格
　　満18歳以上の大学生・社会人で健康なかた
　　（男女は問いません）
３．選考方法
　　履歴書審査、面接を実施したあとに決定し、直
　　接本人に通知します。
４．申込方法
　　履歴書（市販様式または教育委員会備え付け様
　　式）に必要事項を記入し、教育委員会生涯学習
　　・スポーツ推進係あて提出してください。
５．受付締め切り
　　６月29日（木）午後５時
６．その他
　　開放期間内で勤務できる期間があるかたはご相
　　談ください。
■申込・問い合わせ　
　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係

（☎85－6147）

わたしたちのために役立っています

～簡易生命保険・郵便貯金～
　皆さんが加入している郵便局の簡易生命保険や郵
便貯金は、皆さんの身近なところの施設整備などの
財源として役立てられています。
　平成17年度にこれらの資金から白鷹町で融資を受
けた事業は、次のとおりです。

簡易生命保険資金対象事業

【過疎対策事業】　計３億900万円　 　　　
●文化の杜整備事業（文化交流センター整備）

8,200万円
●道路改良整備事業
（佐野線、大町西神明町線、高岡横田尻線、
　　　　　　　　　　　　　　　　稲荷小手沢線）

１億820万円
●ふるさと森林公園整備事業（パークゴルフ場）

　1,840万円

●地域産業創出事業（ソフト小村） 　　　 600万円
●消防施設整備事業（防火水槽・小型動力ポンプ）

900万円
●鷹山農免農道整備県負担金 　　　　　2,000万円
●公共下水道事業　　　　　　　　　　　 700万円
●特定環境保全公共下水道事業　　　　5,840万円

郵便貯金資金対象事業

【減税補てん債】　　　　　　　　　　　1,480万円

お
詫
び

　

去
る
５
月
15
日
、
住
民
情
報
シ

ス
テ
ム
に
障
害
が
発
生
し
、
印
鑑

証
明
、
住
民
票
発
行
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
当
日
ご
来
庁
さ
れ

ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
は
多
大
な

る
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
主
な
原
因
は
、
サ
ー
バ
ー

の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
障
害
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
現
在
詳
細
な
原
因

究
明
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
再
発
防
止
に
努
め
万
全
を
期

す
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
に

と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

大丈夫だよ！おばあちゃん

こぐわ保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

かもしか教室で話を聞けない３歳児

を見て（祖母：３歳児の祖母）

祖母「なんだてチョロチョロして困
　　ったごど。」

５歳児Ａ「大丈夫だよ。ひまわりさ
　　　　んになると、ちゃんと聞か

　　　　れるようになるよ。」

祖母「えー、ほんとに？」
５歳児Ａ「うん、ぼくみだいによー」
（安心しましたよ・・・祖母）

おにぎりを持って遠足に行く途中、

アリを発見

子「あーっ、アリさんだ！」
保育士「何かおいしいものないかな
　　　って探しているんじゃない？」

子「違うよ、ぼくも遠足行きたい、
　行きたいって言っているんだよ。」

アリさんも遠足
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

６
月
２
日
、
菖
蒲
の
最
上
川
の
川

べ
り
で
白
鷹
フ
ッ
ト
パ
ス
の
開
通
式

が
行
わ
れ
た
。
荒
砥
駅
か
ら
あ
ゆ
茶

屋
（
ヤ
ナ
公
園
）
ま
で
の
約
４
㎞
の

最
上
川
沿
い
の
区
間
を
「
歩
い
て
楽

し
む
小こ
み
ち径
」
を
設
け
、
川
と
人
と
の

よ
り
深
い
楽
し
い
つ
な
が
り
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
一

部
未
完
成
の
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
大

部
分
で
き
あ
が
っ
た
。
国
土
交
通
省

の
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
国
土
交
通
省
と
と
も
に
、
本

事
業
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
地
元
関

係
者
並
び
に
「
白
鷹
町
・
最
上
川
フ

ッ
ト
パ
ス
利
用
推
進
協
議
会
」
の
か

た
が
た
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

開
通
式
当
日
は
、
上
流
方
向
に
飯

豊
の
山
々
も
は
っ
き
り
見
え
る
快
晴

で
あ
り
、
ま
た
最
上
川
の
流
れ
も
一

時
の
濁
色
か
ら
、
少
し
透
明
感
を
増

し
て
お
り
、
水
か
さ
も
減
っ
て
い
る
。

木
橋
、
敷
石
歩
道
も
あ
り
、
渡
り
初

め
に
は
も
っ
て
こ
い
の
日
で
あ
る
。

　

開
通
式
に
続
い
て
、
フ
ッ
ト
パ
ス

を
み
ん
な
で
歩
い
た
。
途
中
川
の
中

央
に
ほ
ど
よ
い
形
の
二
つ
の
岩
が
あ

っ
た
。
２
匹
の
亀
が
川
の
中
で
遊
ん

で
い
る
の
に
似
て
い
る
岩
の
よ
う
に

感
じ
た
が
、
鷹
の
形
の
岩
で
あ
っ
た

ら
も
っ
と
良
か
っ
た
と
、
た
あ
い
の

な
い
こ
と
を
考
え
、
最
上
川
の
ほ
と

り
を
歩
け
る
楽
し
み
を
感
じ
な
が
ら
、

終
点
の
あ
ゆ
茶
屋
に
向
か
っ
た
。

　

最
上
川
に
つ
い
て
は
何
度
か
本
欄

で
触
れ
て
い
る
が
、
白
鷹
町
の
中
心

を
北
に
流
れ
る
本
県
の
母
な
る
川
で

あ
る
。
こ
の
川
は
歴
史
の
中
に
お
い

て
、
本
町
の
産
業
、
文
化
、
交
流
等

に
お
い
て
極
め
て
大
き
な
か
か
わ
り

を
持
ち
、
ま
た
人
び
と
の
心
に
も
多

面
な
想
い
を
つ
く
っ
て
き
た
偉
大
な

資
源
で
あ
る
。
小
さ
な
こ
と
か
も
し

れ
な
い
が
、
わ
た
し
の
11
歳
こ
ろ
の

話
で
あ
る
。
昔
は
皆
最
上
川
で
泳
い

だ
。
夏
、
荒
砥
橋
か
ら
下
流
付
近
を

泳
い
で
い
る
と
き
、
突
然
雨
が
激
し

く
降
り
出
し
た
。
急
い
で
よ
り
近
い

鮎
貝
側
の
岸
に
行
き
、
川
岸
に
上
が

っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
鮎
貝
方
向
は
全

く
雨
は
降
っ
て
い
な
い
。
最
上
川
が

空
を
分
け
て
い
る
の
だ
。
な
ぜ
こ
う

ま
で
は
っ
き
り
天
候
が
左
右
さ
れ
る

の
か
、
11
歳
の
自
分
に
は
実
に
不
思

議
な
現
象
で
あ
り
、
雨
ま
で
も
支
配

す
る
の
か
と
、
上
空
の
、
さ
ら
に
上

空
を
見
つ
め
な
が
ら
、
少
年
の
心
に

一
瞬
不
気
味
に
思
っ
た
こ
と
を
は
っ

き
り
覚
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
、
最
上
川
の
付
加
価
値

づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
本
町
で
の
特

徴
は
多
面
的
に
広
が
る
。
例
え
ば
、

○
四
方
の
山
並
み
・
田
園
と
最
上
川

の
美
し
い
風
景
。

○
ゆ
っ
た
り
と
し
た
浅
立
か
ら
広
野

に
か
け
て
の
流
れ
と
、
最
上
川
で
最

も
速
い
流
れ
と
言
わ
れ
た
荒
砥
橋
か

ら
下
流
。

○
ポ
ー
ナ
ル
型
ダ
ブ
ル
ワ
ー
レ
ン
ト

ラ
ス
橋
で
は
日
本
で
最
古
の
フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
荒
砥
鉄
橋

○
最
上
川
に
か
か
る
唯
一
の
つ
り
橋

（
大
平
橋
）

○
日
本
最
大
の
ヤ
ナ
場
・
ヤ
ナ
公
園

○
黒
滝
掘
削
の
歴
史
的
な
大
工
事
の

史
跡

○
つ
ぶ
て
石
の
伝
説　

等
々

　

今
年
度
、
ヤ
ナ
公
園
の
整
備
と
荒

砥
鉄
橋
の
塗
り
替
え
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
、
荒
砥
橋

架
け
替
え
に
つ
い
て
具
体
的
に
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
域
の

魅
力
の
拡
大
に
つ
い
て
、
フ
ッ
ト
パ

ス
の
完
成
と
合
わ
せ
、
各
資
源
の
活

用
と
他
資
源
と
の
相
乗
効
果
と
魅
力

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

最
上
川
、
そ
れ
は
わ
が
町
に
と
っ

て
魅
力
的
個
性
的
な
県
外
に
誇
れ
る

「
水
彩
回
廊
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

●5月1日 ▼5月31日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
箕和田　長　岡　次　郎　87
十　王　　　山　　　　　72
浅　立　鈴　木　　　助　84
荒砥甲　大　　　　曻　　92
荒砥甲　齋　　　ヒサイ　77
浅　立　平　　　　博　　74
横田尻　古　名　正　雄　88
鮎　貝　　　藤　榮次郎　96
十　王　加　藤　ち　よ　91
山　口　髙　木　さ　の　73
畔　藤　新　井　冨美子　78
山　口　田　勢　吉　雄　84
鮎　貝　山　口　み　つ　86
十　王　小　関　幸　太　94
深　山　羽　田　　貢　　72
十　王　五十公野けさを　85
荒砥甲　樋　口　と　き　79
荒砥乙　佐　藤　市太郎　90
高　玉　五十嵐　ゑ　つ　89
下　山　安　部　ハ　ナ　94
鮎　貝　沼　澤　し　げ　84
広　野　向　田　　　二　78
山　口　那　須　　　づ　80

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 橋本 勝　則 春
は る か

流風久　美

十　王 小林 俊　之 優
ゆう

　那
な

真理子

鮎　貝 小関 和　典 悠
ゆう

　太
た

千　代

萩　野 穂積 友 英
ひで

　虎
とら

恵　美

佐野原 竹田 潤　樹 真
ま い は

衣羽亜友美

深　山 　口 洋一郎 獅
し

　恩
おん

真由美

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（髙　梨　孝　次　　長井市
長谷川　清　美　　荒砥乙

（大　滝　智　治　　中　山
今　関　幸　子　　上山市

（山　口　秀　輝　　荒砥乙
吉　田　愛　子　　山形市

（山　田　潤　一　　浅　立
渡　邉　敦　子　　山形市
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